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【実践研究】

バディシステムを用いたスキー実習が女子大学生の社会的スキルに及ぼす 
影響：問題解決因子およびコミュニケーション因子の変化に着目して
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The Effects of a Ski Training Program Employing “Buddy Systems” 
on the Social Skills of Women’s University Students: Focusing on Changes in 

the Problem Solving Skills and the Communication Skills
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Abstract

The purpose of this study was to examine the effects of a ski training program, grounded 
in the “buddy system,” on the social skills of students at a women’s university. A group of 
twelve students, serving as the intervention group, participated in the ski training program us-
ing the buddy system, while another group of twelve students participated in program lacking 
the buddy system, as a control group. The measurement of social skills was conducted on the 
first and final days of the ski training program by using the social skills scale （KiSS-18）. The 
researchers conducted ２ （group: intervention and control groups） × ２ （time: first and final 
days of the ski training program） repeated ANOVA tests, using scores from the KiSS-18. The 
results indicated that the group × time interaction was significant, with relation to “problem 
solving skills.” The score of intervention group was higher than that of the control group, in 
terms of problem solving skills, as measured on the final day of the programs. These findings 
suggested that a ski training program employing the buddy system may lead to enhancement 
of the social skills of women’s university students.

キーワード：社会的スキル，バディシステム，スキー実習，コミュニケーション
Key words：social skills, buddy system, ski training program, communication

１）武庫川女子大学　健康・スポーツ科学部
健康・スポーツ科学科

２）群馬大学　教育学部
３）神戸常盤大学　教育イノベーション機構

Mukogawa Women’s University, Department of Health and Sports Scienc-
es, School of Health and Sports Sciences, 6-46, Ikebiraki-cho, Nishinomi-
ya, Hyogo, 663-8558  Japan
Gunma University
Kobe Tokiwa University

Ⅰ．はじめに

　近年，大学における休学者および退学者が増加し
ていること１）や大学生の死因として自殺が最も多い
こと２）など大学生のメンタルヘルスに関する問題へ
の対処は重要性を増している。一宮ほか３）は，大学
新入生を対象とした14年間に及ぶ質問票調査から精
神状態と対人コミュニケーション能力との関連を考
察している。その調査結果では，1994年頃から，男
女とも，対人緊張感，友人作りが不得手であるため

の孤独感，恒常的なイライラ感，および朝の疲労感
を自覚する学生の割合が増加し，1996年以降は，そ
れ以前に比べて1.5～2.2倍に増加した状態で推移し
ていた。その背景として，人とつきあう気持ちがあっ
ても人とうまく話せず友人が少ない若者が増えてい
ることと関連があると考察している。このような状
況から，不登校や自殺などの非社会的行動に結びつ
く前に，予防として大学生のコミュニケーション能
力を向上させる取り組みが求められている。
　このような大学生のコミュニケーション能力の低
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下やこどもの社会性の未発達がもたらす問題を受け
て，教育全体の中で社会的スキルの獲得を重視する
流れが生み出されてきた。社会的スキルとは，“他
者との関係や相互作用を巧みに行うために，練習し
て身につけた技能”と定義される４）。具体的には，
相手の思いを受け入れ人の話を聞くスキル，自分の
思いを相手に伝え自分を主張するスキル，自分と相
手の思いがぶつかった場合にそれを解決するための
対人葛藤に対処するスキルなどを含む５）。
　この社会的スキル獲得の方略として近年注目され
ているのが，体育授業やスポーツである。Danish 
et al. ６）は，体育・スポーツという運動学習の場に
おいて，コミュニケーションスキルを包含する社会
的スキルやライフスキル注）は効率的に身につけられ
ると述べている。その中でも，野外教育は，その特
徴である「直接体験（first hand experience）」「活
動をなしつつ学ぶ（learning by doing）」を体験し，
有効な社会的スキル獲得の機会となるといわれてい
る。最近，大学体育では体験学習や野外教育の重要
性が強調されるようになり，スキー，キャンプ，マ
リンスポーツなどの実習が広く実施されるように
なってきた７）。その中でもスキー実習は参加者同士
がスキー技術の向上という共通目標を達成する過程
において，野外教育の特徴である「直接体験」「活
動をなしつつ学ぶ」を体験し，有効な社会的スキル
獲得の機会となる可能性がある。
　一方，杉山８）は，体育・スポーツの研究者の中で
は，単に体育，スポーツを行うだけでは，コミュニ
ケーション能力を包含する社会的スキルやライフス
キルを獲得できると認識されておらず，日常でも役
立てるスキルとするためには，適切な環境設定や関
わり，指導が必要であると指摘している。つまり，
スキー実習においても，参加者の社会的スキルの獲
得に配慮した適切な環境設定を行うことが，有効な
社会的スキル獲得には必要と考えられる。
　松本・中西９）, 10）は，スキー実習での社会的スキ
ル獲得に向けた方略として，スキー指導にバディシ
ステムを取り入れ，その環境設定の効果を検証して
いる。バディシステムとは，二人一組をつくり，互
いに相手の安全を確かめさせる方法である11）。事故
防止のみならず，学習効果を高めるための手段とし
ても効果的であるといわれており，水泳の安全指導
において広く用いられている11）。近年，バディシス

テムは安全管理としてだけでなく，禁煙支援や体育
授業における人間関係促進の方略として活用されて
いる12）, 13）。スキー指導におけるバディシステムは，
参加者が二人一組となって，お互いの滑りを積極的
に褒め合うことや，気づいたところをアドバイスし
合うことを実践していく。また，単に指導者による
一方向の指導だけではなく，指導者がバディ同士で
滑る時間を設け，それをふまえてお互いアドバイス
を行う時間が設定される。ここでは，組になった
パートナーをお互いバディと呼ぶ。スキーは，主に
リフトを使用して移動するため，リフト乗車時に会
話やアドバイスを行う時間が多くある。バディ同士
は原則として一緒にリフトへ乗ることが義務付けら
れている。
　松本・中西９）, 10）の量的研究や中西・松本14）の質的
研究から，このバディシステムを用いたスキー実習
が参加者の社会的スキルの獲得に望ましい影響を及
ぼすことが示唆されている。しかしながら，これら
の研究では，調査担当者がスキー指導者として関与
しており，同様の効果が他の指導者でも得られるの
かは明らかになっていない。
　そこで，本研究は，女子学生を対象に，現地ス
キー教師によるスキー指導のスタイルを参加者同士
のコミュニケーションを必要とする環境設定である
バディシステムで実施し，スキー実習が社会的スキ
ルに及ぼす影響を検討した。

Ⅱ．方法

１．調査対象

　近畿圏の私立大学が実施したスキー実習に参加し
た女子学生136名のうち，スキー・スノーボードの
経験がない初心者24名（以下，初心者班とする）を
対象にした。スキー・スノーボードの経験がない者
を対象とした理由は，技術レベルによる研究結果へ
の影響を可能な限り除去するためであった。研究対
象となった実習は長野県志賀高原高天ヶ原スキー場
で実施された。実習に参加した全学生は，スキー技
術レベルに応じて上級班から初心者班へ班分けされ
た。実習中の昼食は，各班で一緒に食べることが義
務付けられた。朝食および夕食は，宿泊した部屋の
メンバーと食べることが義務付けられた。なお，学
生が宿泊する部屋は，大学のクラスによって事前に
割り振られた。実習期間は，2010年２月21日から27
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日であった。倫理的配慮に関して，調査対象者に
は，研究の目的，データの取り扱い方法およびプラ
イバシー保護に関する説明を口頭で伝達し，研究参
加への同意を得た。

２．調査内容

　菊池15）が作成した社会的スキル尺度（Kikuchi’s 
Social Skill Scale, 18項目版，以下KiSS-18とする）
を使用した。KiSS-18は，問題解決因子６項目（た
とえば，「他人と話していて，あまり会話が途切れ
ないほうですか」），トラブルの処理因子７項目（た
とえば，「まわりの人たちとの間でトラブルが起き
ても，それを上手に処理できますか」），およびコ
ミュニケーション因子５項目（たとえば，「知らな
い人でも，すぐに会話が始められますか」）から構
成される。KiSS-18に関する質問項目の評定方法
は，「いつもそうだ（５）」「だいたいそうだ（４）」「ど
ちらともいえない（３）」「たいていそうではない
（２）」および「いつもそうではない（１）」の５件
法で回答を求めた。

３．手続き

　調査対象である初心者班に所属する24名を，バ

ディシステムを用いたスキー指導群（以下，介入群
とする：６名×２班）と通常のスキー指導群（以下，
非介入群とする：６名×２班）とへ無作為に振り分
けた。介入群および非介入群へのスキー指導は，初
心者へのスキー指導を３シーズン以上経験している
現地スキー教師４名が担当した。現地スキー教師
は，SIA（日本職業スキー教師協会）認定のスキー
教師であった。調査対象者へのスキー指導は，志賀
高原高天ヶ原スキー場および隣接するスキー場の主
に緩斜面を使用して実施された。質問票の記入は，
スキー実習地到着後の開講式および最終日の閉講式
で実施した。質問票は，調査担当者から被調査者に
直接手渡され，その場で実施した。実習のスケ
ジュールを表１に示す。

４．バディシステムの内容

　実習２日目の夜に調査を担当する大学教員が介入
群に対して，バディ同士での良い褒め方およびアド
バイスの仕方の講習を20分程度行った。講習の内容
は，社会的スキル教育およびセルフ・エフィカ
シー16）の内容に基づいて，次の４点を強調した。強
調した点は，①お願い：「この部分見ていて」「次は

表１．スキー実習のスケジュール

１日目 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目 ６日目
７：00

８：00

９：00

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：00

17：00

18：00

19：00

20：00

21：00

22：00

宿舎到着

起床 起床 起床 起床 起床

朝食 朝食 朝食 朝食 朝食

講習Ⅰ 講習Ⅲ 講習Ⅴ 講習Ⅶ 講習Ⅸ
（ツアー）

昼食 昼食 昼食 昼食 昼食

講習Ⅱ 講習Ⅳ 講習Ⅵ

講習Ⅷ
（スキー
テスト 
含む）

講習Ⅹ
（ツアー）

入浴 入浴 入浴 入浴 入浴

夕食 夕食 夕食 夕食 夕食 夕食

開講式 講義 講義 講義 講義 閉講式

入浴
宿舎出発

消灯就寝 消灯就寝 消灯就寝 消灯就寝 消灯就寝
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先に行って」，②尋ねる：「どのように動かしている
の？」「どこに気をつけているの？」，③確認する：
「出来ていた？」「それはこういうこと？」「さっき
と比べてどう？」，④ほめる：「前の一本より良く
なった（言語的説得）」「あの人と同じぐらいうまい
（代理的経験）」であった。なお，介入群の介入内容
は，班を担当する２名のスキー教師と調査を担当す
る大学教員で事前に打ち合わせを行い，介入群とな
る２班は同様の内容を行った。バディシステムの内
容は，①各講習で異なる参加者とバディにさせる，
②講習中は，バディでリフトに乗ることにし，リフ
ト乗車中にお互いの滑りにアドバイスを行うよう推
奨する，③リフト乗降以外の講習中にも，お互いが
アドバイスする時間を設定する，であった。また，
バディとのアドバイスのやり取りに関する内容を記
述するカードを介入群へ配布し，各講習終了後に各
自で記入し，ふりかえりを行った。ふりかえりに使
用したカードは，B６の情報カードを使用して作成
されており，表面にはバディシステムの講習内容を
まとめたもの（図１）を，裏面にはアドバイスのや
りとりの内容を記入できるようにした。なお，バディ
システムを導入した講習は，３日目の講習Ⅲから５
日目の講習Ⅶまでであった。

５．コミュニケーション促進ツールの使用

　参加者同士のコミュニケーションを必要とする環
境設定であるバディシステムに利用するコミュニ
ケーション促進ツールとして，バディカードを使用
した（図２）。バディカードは，バディ１組に１つ
渡すことでお互いの関わり合いを促進することを目
的とした。カードの枚数は，９枚で構成されてお
り，リフト乗降時でも安全に取り出せるように，落
下防止用のストラップでまとめられている。参加者

には，実習中，バディのどちらか一方が携帯するよ
うに指示した。指導者は，リフトに乗る前に参照し
てほしいカード番号とチェックしてほしい点を参加
者に伝えた。参加者はバディ同士でそのカードの図
を見ながら，お互いの滑りをチェックし，アドバイ
スを行った。カードの内容は，愛知大学名古屋体育
研究室17）が作成した書籍を参考にスキー技術の要素
を図解したものである（図３）。

図３．バディカードの内容

６．統計処理

　介入群と非介入群との等質性をみるため，実習前
のKiSS-18の各因子得点について対応のないt検定を
用いて統計処理を行った。バディシステムを用いた
スキー実習の効果を検討するため，KiSS-18の各因
子を従属変数として，群（介入群，非介入群）×時
間（実習前, 実習後）の繰り返しのある２要因の分
散分析（２×２ repeated ANOVA）を実施した。
以上の統計処理には，IBM SPSS Statistics 21を使
用し，統計学的有意水準は５%未満とした。

ゼッケン番号　　　　番
コミュニケーションのコツ
気がついたことをどんどん言ってあげよう！支離滅
裂でも構わない！
①お願い：「この部分見ていて」，「次は先に行って」
② 尋ねる：「どのように動かしているの？」，「どこに
気をつけているの？」
③ 確認する：「できてた？」，「それはこういうこ
と？」，「さっきと比べてどう？」
④ ほめる：「前の一本より良くなった」，「あの人と同
じぐらいうまい」

図１．ふりかえりカードの表面に記した内容

図２．コミュニケーションを促進するためのバディカード
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Ⅲ．結果

　介入群12名（平均年齢 19.7±1.6歳），非介入群12
名 （平均年齢 19.4±0.8歳）を分析の対象とした。介
入群と非介入群との実習前の社会的スキル得点を比
較するために，KiSS-18の各因子で対応のないt検定
を行った。その結果，実習前の介入群と非介入群と
の間で，「トラブルの処理」因子に有意差が認めら
れた（t （1,22） =2.88, p < 0.05）。したがって，群間
における「トラブル処理」因子の等質性が担保され
ていないと判断し，以後の分析から除いた。
　バディシステムを用いたスキー実習とスキー実習
参加による社会的スキルの変化との関連を検討する
ため，繰り返しのある２要因の分散分析により分析
を行った。KiSS-18の各因子（問題解決およびコミュ
ニケーション）の得点の変化を示したものが表２で
ある。「問題解決」因子で群×時間の交互作用が認
められた（F （1,22） =5.08, p < 0.05）。「コミュニケー
ション」因子で群×時間の交互作用は認めらなかっ
た（F （1,22） =1.60, n.s.）。時間の主効果に関して
は，「問題解決」因子（F （1,22） =9.03, p < 0.01）お
よび「コミュニケーション」因子（F （1,22） =12.57, 
p < 0.01）でともに認められた。

Ⅳ．考察

　大学生のメンタルヘルス対策に有効な予防・教育
方法の開発に向けて，野外教育のひとつであるス
キー実習を活用した介入方法を検討することは意義
がある。本研究では，女子学生を対象に，指導者に
よるスキー指導のスタイルを参加者同士のコミュニ
ケーションを必要とする環境設定であるバディシス

テムを用いて，スキー実習が社会的スキルに及ぼす
影響を検討した。その結果，バディシステムを用い
た介入群は，非介入群と比較して，KiSS-18の「問
題解決」因子得点の実習参加前後での有意な増加が
認められた。すなわち，バディシステムを用いたス
キー実習が女子学生の社会的スキルを向上させる可
能性が示唆された。
　本研究において興味深いと思われる点は，「問題
解決」因子に群×時間の交互作用が認められたこと
である。「問題解決」因子は，積極的に相手に関わっ
ていくスキルともいえる。たとえば，「他人と話し
ていて，あまり会話が途切れないほうですか」「他
人を助けることを，上手にやれますか」「他人にやっ
てもらいたいことを，うまく指示することができま
すか」など積極的な会話や援助および援助要請のス
キルである。スキー実習におけるバディシステムで
は，スキー技術の上達というお互いの目標達成のた
めに，バディ同士でうまく褒め合ったり，アドバイ
スし合ったりすることを参加者に求めた。そのよう
な環境設定において，お互い繰り返し積極的に関わ
り合う中で，どのように相手を援助し，またどのよ
うに援助を求めるかというスキルを学習したと考え
られる。
　一方，「コミュニケーション」因子に群×時間の
交互作用が認められなかった。得点の推移を見てみ
ると，実習後の得点は介入群が非介入群を上回って
おり，「問題解決」因子と同様の傾向は見られるも
のの，そこに統計的な有意差は認められなかった。
「コミュニケーション」因子は，「知らない人とで
も，すぐ会話が始められますか」「他人が話してい
るところに，気軽に参加できますか」といった質問

表２．介入および非介入群における実習前後の社会的スキル得点（平均値と標準偏差）と２要因分散分析の結果

社会的スキル 実習前 実習後
ANOVA

群 時間 群×時間
F1, 22 F1, 22 F1, 22

問題解決
介入群
非介入群

コミュニケーション
介入群
非介入群

19.8（3.7）
19.1（2.1）

15.6（2.7）
16.1（2.7）

21.6（2.5）
19.3（2.2）

17.2（2.9）
16.8（2.8）

2.07

0.01

9.03 **

12.57 **

5.08 *

1.60

*p<.05, **p<.01
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項目で構成されており，言語的および非言語的コ
ミュニケーションスキルと考えられる。介入および
非介入群に関わらず，５日間のスキー指導はすべて
同じ班員で実施された。その中で，参加者同士の会
話量は，どの班においても日を増すごとに活性化し
たと推察される。したがって，バディシステム導入
の有無に関わらず，スキー実習の班員の固定は，コ
ミュニケーションスキル獲得の機会になっている可
能性がある。また，スキー実習は，ゲレンデ講習だ
けではなく，宿舎での共同生活も重要な実習要素で
ある。共同生活によるコミュニケーションスキルへ
の影響も否定できない。スキー実習におけるコミュ
ニケーションスキルへ影響を及ぼす要因の特定と影
響力の比較は今後の検討課題といえる。
　本研究では，バディシステムを用いた大学スキー
実習が社会的スキルの向上に部分的に有益である可
能性を示唆した。メンタルヘルス対策として本研究
の成果の活用を考えた場合，「問題解決」因子に含
まれる援助要請行動スキルの獲得は重要な視点とい
える。援助要請行動とは，「自力だけでは解決でき
ない問題に直面した個人が，問題を解決しようと他
者に援助を求めること」と定義される18）。日常生活
における様々な問題に対処する際に，援助要請行動
を適切に実行できるか否かはストレスマネジメント
の観点からも重要である。バディシステムを用いた
スキー実習が，他者に援助を要請するスキルや他者
を上手に援助するスキルを学ぶ社会的スキル教育の
機会であることを確認するために，今後は質問紙法
と行動観察を併せた多面的検討が求められる。
　ところで，スキー実習は大学生のみならず，中高
校生の学校活動としても広く用いられている。近
年，学校現場（小学校，中学校，高校）における心
理教育に注目が集まっている19）。今後，実践的研究
として多くの教育現場でバディシステムを用いたス
キー実習が活用され，社会的スキル教育としての有
効性を確認するエビデンスの蓄積が期待される。
　最後に，本研究の限界を述べる。まず，本研究の
対象者は，女子学生のみであり，結果の一般化に限
界がある。今後は，男子学生においても同様の実践
研究を実施し，検証することが望まれる。また，男
女学生が混在するグループでの検証も必要である。
次に，本研究では実習に参加していない群（対照群）
の設定をしていないため，実習参加群と対照群との

比較ができず，実習におけるゲレンデ講習以外の要
因を統制できていない。宿舎での共同生活やスキー
テスト，スキーツアーが参加者の社会的スキルに及
ぼす影響は否定できず，今後対照群を追加して検討
を行うことが必要である。同様に，本研究では調査
対象者の友人関係に関する調査を行っていない。実
習参加以前の友人関係を考慮した群分けの実施も今
後の検討課題といえる。続いて，本研究では，ス
キー経験による研究結果への影響をコントロールす
るため，調査対象者はスキー・スノーボードの未経
験者に限定した。したがって，スキー・スノーボー
ド経験が異なる参加者同士でバディシステムが機能
するのか，つまりコミュニケーションが活性化する
のか不明である。たとえば，スキー上級者から初心
者へのアドバイスは容易であっても，初心者から上
級者へのアドバイスは難しいことが想像できる。ス
キー・スノーボード未経験者以外の対象者において
も検証が必要である。最後に，本研究では，スキー
実習で学んだスキルがその後どれくらい般化したか
について検証していない。安達19）は，スキルの向上
について考える場合，学んだスキルが実際の対人状
況の中でどれくらい般化するかという点は重要であ
ると述べている。今後は，実習後に一定の期間を空
けて参加者の社会的スキルを再測定し，検証するこ
とが望まれる。

注

杉山20）によると，ライフスキルは，「日常生活で生
じるさまざまな問題や要求に対して，建設的かつ効
果的に対処するために必要な能力」などと定義され
ており，そこには，問題解決や思考に関わるスキ
ル，コミュニケーションや対人関係に関わるスキ
ル，自己理解や他者理解に関わるスキル，情動やス
トレスに対処するスキルなどが含まれると述べてい
る。このようなスキルの内容から，ライフスキルと
ソーシャルスキル（社会的スキル）は，非常に似か
よった概念であるということができる20）。
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